























津 (1980)、奥津 (1981)が見られる。以下では、奥津 (1980、1981)の内容を中心とし
て「自動詞文の代換」について検討していきたい。









奥津氏は、「孵る・孵す」の場合、 (3)aとC、(3)b と d の自•他対応関係から他動詞文
に代換関係が認められる場合、対応する自動詞文の主語についても(3)C とdのように代
換が存在する、と述べている。









a 「移動動詞」： く動作主、対象 1、目標 (Goal)〉








































































































2. 1. 1 発生タイプ（厘順との関連から）

























































































































のであって、「話者の視点・久野 (1978)」あるいは「焦点化 (focusing)、前景化 (perspectivization)• 
Fillmore (1977)」を考えると、二文が全くの同義というわけではない。









(4)奥津敬一郎 (1980) (p_94,.._,9) を参照されたい。
(5)國廣哲禰 (1966)「英語「動詞＋目的語」構造の分析」
（國廣哲彊 (1970) 『意味の諸相』 p.197,.._,204参照）
國廣氏は、英語の他動詞構文構造の分析の中で、授受動詞(「give」類）等を例にして「表層格の交替が可
能なもの」を代換として取りあげている。
(6)奥津敬一郎 (1981) (p左21～左33) を参照されたい。
(7)具体的な内容は、奥津 (1981)p．左31からを参照されたい。
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